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オンラインタイプの会員「WEB賛助会員」

（年度会費3,600円）募集のお知らせ
～従来の郵送版ではなくWEB 上から「月刊みんなねっと」を閲覧でき、

スマホや PC、タブレット等からいつでもアクセスOKです～
　
★申し込み方法★

１.新規でお申し込み

みんなねっとのホームページにアクセス→右上の人のマークから個人IDを取
得→賛助会員の申込み（オンラインタイプ）→会費納入確認後に閲覧開始とな
ります。

２.すでに個別賛助会員の方でオンラインタイプへの切り替えをご希望の方

みんなねっとのホームページにアクセス→右上の人のマークから個人IDを取
得→マイアカウントにログイン→マイアカウント内紫色の賛助会員ご入会済
の方はこちらより詳細情報を入れて登録→マイアカウント内オンラインタイ
プへ変更をクリックから進む→完了→会費納入確認後に閲覧開始となります。

３．家族会・複数賛助会員の方は事務局へご相談ください。

～あなたの声をお寄せください～
家族・当事者のみなさまへ

* あなたにとって「差別」とはどのようなことですか

* あなたにとって「虐待」とはどのようなことですか

（実体験もお待ちしております）

みんなねっとでは国等の会議の場で、医療・福祉制度や施策をよくしていくた

めにさまざまな発言しています。みなさまから寄せられた大切なお声を、施策

提言への参考とさせていただきたいと思います。

送付方法
メール　desk@seishinhoken.jp
・お名前 ( 匿名 OK です )、診断名、年齢、お住まいの都道府県を入れてお送

りください。
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ＪＲなど精神障害者割引実現運動のこれまでと今後の課題
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18	 子ども・きょうだい・配偶者 家族いろいろ（その42）

息子と程よい距離を保ちながら
20	 リレー連載「リカバリーをめぐって、対話のように」㊲

リカバリーカレッジ KOBE に出会って　（対話）大谷利恵・山本仁奈
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28 精神科薬剤師に聞く！　クスリの疑問　第４回
32	 フレー！フレー！これからの家族会　第６回　すずめのお宿家族会（福岡市）

34	 マンガ　自分を知りたい！～病との付き合い方～　第一回　著：くう　作画：カワラハジメ
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「
み
ん
な
ね
っ
と
」の
感
想

◆
静
岡
県　

深
山
良
三　

本
人
（
50

代
）

　

本
日
「
み
ん
な
ね
っ
と
」
を
処
分

し
よ
う
と
思
い
、
過
去
の
号
を
な
ん

と
な
く
眺
め
て
い
た
ら
、
２
０
２
０

年
７
月
号
の
「
か
ら
だ
と
こ
こ
ろ
を

メ
ン
テ
18
の
ヒ
ン
ト
」
と
い
う
見
開

き
記
事
に
気
づ
き
ま
し
た
。

　

私
は
「
コ
ロ
ナ
」
と
、
世
間
が
騒

ぐ
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
、
生
活
の
リ

ズ
ム
が
狂
っ
て
し
ま
い
、
特
に
、
外

出
が
う
ま
く
い
か
ず
、
通
院
日
以
外

は
、
あ
ま
り
出
る
こ
と
が
で
き
な
く

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。今
も
っ
て
、

外
出
に
ブ
レ
ー
キ
が
か
か
っ
て
し
ま

い
ま
す
。

　

末
筆
な
が
ら
「
カ
ン
タ
ン
て
ぬ
き

術
」
が
参
考
に
な
っ
て
い
ま
す
。

◆
福
島
県　

ビ
ス
ケ
ッ
ト　

本
人

（
50
代
）

　

８
月
号
の
記
事
〝
農
福
連
携
こ
こ

ろ
ん
フ
ァ
ー
ム
の
実
践
〟
を
興
味
深

く
読
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

も
う
十
数
年
前
に
な
り
ま
す
が
、

ち
ょ
っ
と
し
た
知
り
合
い
が
〝
コ
コ

ロ
ン
〟
で
働
く
、
と
言
っ
て
い
た
も

わ
「みんなのわ」は、読者のみなさ
んからのお便りや投稿を中心
にご紹介するコーナーです。

読者のページ

みんなの

の
で
す
か
ら
。

　

手
厚
い
サ
ポ
ー
ト
が
な
さ
れ
て
い

る
ん
だ
な
ぁ
と
、
職
員
６
名
、
利
用

者
12
名
、
サ
ポ
ー
タ
ー
８
名
と
い
う

こ
と
か
ら
も
思
い
ま
し
た
。

　

自
宅
か
ら
も
う
少
し
だ
け
近
け
れ

ば
働
き
た
い
と
思
う
気
が
し
ま
す
。

　

記
事
か
ら
は
、
や
さ
し
い
職
員
さ

ん
が
い
る
ん
だ
な
ぁ
と
目
に
う
か
び

う
ら
や
ま
し
い
限
り
で
す
。

日
常
生
活

◆
茨
城
県　

須
藤
敬
治　

本
人
（
70

代
）

　

精
神
病
は
な
ん
で
差
別
が
あ
る
の

で
し
ょ
う
、
好
き
で
な
っ
た
わ
け
で

も
な
い
し
、
い
ろ
い
ろ
な
病
気
と
同
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じ
だ
と
思
い
ま
す
。

　

私
は
結
婚
で
差
別
に
あ
い
、
人
生

が
良
く
な
い
方
に
な
り
ま
し
た
。
親

の
反
対
で
結
婚
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
。
家
に
帰
っ
て
泣
き
ま
し
た
。

　

差
別
は
人
生
に
は
よ
く
な
い
と
思

い
ま
す
。
ど
う
し
て
差
別
は
な
く
な

ら
な
い
の
か
？

◆
千
葉
県　

ミ
ヤ
チ
ャ
ン　

本
人

（
50
代
）

「
両
親
に
感
謝
」

　

統
合
失
調
症
に
な
り
43
年
、
病
気

に
な
り
高
校
生
の
頃
一
人
で
歯
医
者

に
行
け
な
く
な
り
共
稼
ぎ
し
て
い
た

母
に
駅
の
近
く
で
待
ち
合
わ
せ
し
て

一
緒
に
来
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

職
場
か
ら
一
生
懸
命
、
遠
く
の
方

か
ら
自
転
車
で
、
少
し
す
り
き
れ
た

◆
鹿
児
島
県　

ｎ
ｏ
ｒ
ｉ
ｋ
ｏ　

本
人
（
40
代
）　

イ
ラ
ス
ト

○○○○○○○○○みんなのわ○○
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オ
ー
バ
ー
を
着
て
、
病
気
の
娘
の
私

の
た
め
に
寒
い
冬
、
待
ち
合
わ
せ
し

た
場
所
に
走
っ
て
く
る
若
か
っ
た
母

の
姿
が
目
に
焼
き
つ
い
て
忘
れ
ら
れ

ま
せ
ん
。
父
も
家
族
の
た
め
に
働
い

て
く
れ
ま
し
た
。

　

た
だ
母
の
方
が
自
分
の
人
生
の
３

分
の
２
以
上
、
病
気
の
私
の
た
め
に

い
ろ
い
ろ
時
間
を
つ
い
や
し
て
く
れ

ま
し
た
。
今
、
母
は
87
歳
で
す
。

　

作
業
所
に
数
か
月
前
か
ら
通
う
よ

う
に
な
り
ま
し
た
が
、
早
く
病
気
を

よ
く
し
て
、
親
を
楽
さ
せ
て
あ
げ
た

い
な
と
切
に
思
っ
て
い
ま
す
。

　

少
し
で
も
穏
や
か
な
老
後
を
送
っ

て
も
ら
い
た
い
で
す
。
両
親
に
感
謝

の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

詩
・
そ
の
他

◆
青
空　

家
族
（
40
代
）

あ
る
日
の
せ
つ
な
い
対
話

罰
と
か
な
い
よ
ね

…
…
（
ナ
イ
よ
）

敵
は
お
ら
ん
よ
ね
、
て
き
は

…
…
（
イ
ナ
イ
よ
）

普
通
に
し
て
い
て
い
い
よ
ね

…
…
（
イ
イ
よ
）

ゆ
っ
く
り
し
て
い
て
い
い
よ
ね

…
…
（
イ
イ
よ
）

何
も
せ
ん
で
も
罰
は
あ
た
ら
ん
よ
ね

…
…
（
ア
タ
ラ
ン
よ
）

せ
ん
ぱ
ん
、
せ
ん
ぱ
ん
っ
て
思
わ
ん

で
い
い
よ
ね

…
…
（
イ
イ
よ
）

安
心
し
て
い
て
い
い
よ
ね

…
…
（
安
心
し
て
い
て
イ
イ
よ
）

誰
も
攻
撃
し
て
は
こ
ん
よ
ね

…
…
（
コ
ナ
イ
よ
）

不
安
が
ら
ん
で
も
い
い
よ
ね

…
…
（
イ
イ
よ
）

（
ダ
イ
ジ
ョ
ウ
ブ
ダ
ヨ
！　

何
も
心

配
せ
ず
に
安
心
し
て
い
い
よ
）
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原稿

「みんなのわ」への投稿を募集しています

アドレス：desk@seishinhoken.jp
「みんなのわ」への投稿

（300 ～ 350 字程度）をお寄せ下さい！
※	漢字・かな遣い等、文字を修正させていただく場合
があります。あらかじめご了承ください。

※みんなねっと誌はHP上でも公開されます。
※	掲載記事の削除はできません。予めご了承ください。

◆
宮
城
県　

風
花
日
和　

本
人
（
50

代
）

『
負
け
犬
セ
レ
ナ
ー
デ
』

負
け
犬
の
誇
り
。

（
…
…
…
…
…
…
。）

負
け
て
勝
つ
！
（
な
ん
か
わ
か
ら
な

い
け
ど
が
ん
ば
っ
て
る
つ
も
り
笑
）

負
け
て
も
い
い
じ
ゃ
な
い
か
。

生
き
て
る
だ
け
で
エ
ラ
い
！
（
…
…

と
思
う
）

人
生
に
勝
ち
も
負
け
も
な
い
。

仲
良
く
生
き
よ
う
。

（
め
で
た
し
、
め
で
た
し
）

◆
愛
知
県　

草
魔
龍
樹　

本
人
（
40

代
）

「
や
り
た
い
こ
と
」

頭
の
中

ご
ち
ゃ
ご
ち
ゃ

や
り
た
い
こ
と

　
　

た
く
さ
ん　

あ
っ
て

こ
れ
で　

い
い
の
か

不
安
に
な
り

　
　

空
回
り

一
つ
一
つ
や
っ
て
い
っ
て

ホ
ッ
と
す
る

　

や
っ
て
い
く

ま
ず　

深
呼
吸
！

あ
せ
ら
な
い
で

自
分
の
思
い
の
ま
ま

　
　
　
　

や
ろ
う
。
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は
じ
め
に

　

精
神
障
害
者
に
対
す
る
交
通
運
賃

割
引
の
運
動
は
大
き
な
山
場
を
迎
え

て
い
ま
す
。

　

今
年
４
月
か
ら
近
畿
日
本
鉄
道

（
近
鉄
）が
運
賃
改
定
に
合
わ
せ
て
精

神
障
害
者
へ
の
割
引
適
用
を
実
施
。

続
い
て
、京
王
電
鉄（
京
王
）、京
浜
急

行
電
鉄（
京
急
）、南
海
電
気
鉄
道（
南

海
）、東
急
電
鉄
（
東
急
）
な
ど
が
運

賃
改
定
に
あ
わ
せ
て
精
神
障
害
者
割

引
適
用
を
10
月
１
日
に
、
加
え
て
名

Ｊ
Ｒ
な
ど
精
神
障
害
者
割
引
実
現
運
動
の

　
　
　
　
　
　
　
　
こ
れ
ま
で
と
今
後
の
課
題

古
屋
鉄
道
（
名
鉄
）
は
来
年
３
月
16

日
に
実
施
す
る
と
発
表
し
ま
し
た
。

　

昨
年
、
近
鉄
が
２
０
２
３
年
４
月

か
ら
精
神
へ
の
運
賃
割
引
適
用
を
発

表
、
そ
の
英
断
に
感
謝
す
る
と
共
に

１
０
０
㎞
以
下
の
同
伴
条
件
撤
廃
の

改
善
を
求
め
ま
し
た
。
し
か
し
、
私

た
ち
の
要
望
は
受
け
入
れ
て
も
ら
う

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

そ
ん
な
中
で
、
近
鉄
沿
線
の
伊
賀

鉄
道
、養
老
鉄
道
、四
日
市
あ
す
な
ろ

う
鉄
道
の
３
社
は
、
精
神
障
害
者
へ

の
割
引
適
用
に
併
せ
て
精
神
障
害
者

だ
け
で
な

く
、身
体
・

知
的
に
対

す
る
１
０

０
㎞
以
下

の
同
伴
条
件
も
廃
止
し
、
す
べ
て
の

手
帳
所
持
者
が
割
引
の
対
象
と
な
る

制
度
に
改
善
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

南
海
の
10
月
１
日
割
引
実
施
を
前

に
、
８
月
10
日
、
南
海
本
社
で
鉄
道

営
業
本
部
統
括
部
長
と
鉄
道
事
業
本

部
統
括
部
課
長
２
人
に
出
席
し
て
い

た
だ
き
、
同
伴
条
件
廃
止
の
検
討
を

求
め
ま
し
た
。

　

現
行
の
１
０
０
㎞
以
下
の
割
引
制

度
が
精
神
障
害
者
に
適
用
さ
れ
た
場

合
、
割
引
の
対
象
は
手
帳
１
級
で
介

護
者
と
共
に
乗
車
の
と
き
に
限
ら
れ

ま
す
。
精
神
障
害
者
手
帳
の
１
級
所

交
通
運
賃
割
引
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
事
務
局
長　

奥
田
和
男

特集

奥田和男さん（奈良県）
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持
者
は
、
全
国
平
均
が
15
％
程
度
で

長
期
入
院
者
も
含
ま
れ
ま
す
。
割
引

の
適
用
を
期
待
し
て
い
る
ほ
と
ん
ど

の
精
神
障
害
者
は
割
引
の
対
象
か
ら

外
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

今
後
、
Ｊ
Ｒ
各
社
や
大
手
私
鉄
の

精
神
障
害
者
の
運
賃
割
引
が
、
料
金

見
直
し
と
共
に
動
く
こ
と
が
予
想
さ

れ
ま
す
。
１
０
１
㎞
を
超
え
た
場
合

は
一
人
で
乗
っ
て
も
す
べ
て
の
手
帳

所
持
者
が
割
引
の
対
象
と
な
っ
て
い

ま
す
。
運
賃
割
引
の
適
用
を
待
っ
て

い
る
精
神
障
害
者
の
期
待
が
裏
切
ら

れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
、
日
常
生

活
で
利
用
す
る
１
０
０
㎞
以
下
に
つ

い
て
の
同
伴
条
件
の
撤
廃
を
ぜ
ひ
実

現
し
ま
し
ょ
う
。

　

こ
れ
ま
で
、
地
方
の
路
線
バ
ス
を

は
じ
め
西
日
本
鉄
道
（
西
鉄
）
や
日

本
航
空（
Ｊ
Ａ
Ｌ
）、全
日
本
空
輸（
Ａ

Ｎ
Ａ
）
の
航
空
グ
ル
ー
プ
、
近
鉄
沿

線
の
３
私
鉄
の
精
神
障
害
者
へ
の
割

引
に
お
い
て
、
第
一
種
、
第
二
種
の

区
分
や
１
０
０
㎞
以
下
の
同
伴
に
関

わ
り
な
く
、
す
べ
て
の
手
帳
所
持
者

を
割
引
の
対
象
に
改
善
し
て
く
れ
て

い
ま
す
。
こ
う
し
た
取
り
組
み
を
ふ

り
返
り
、
今
後
の
取
り
組
み
に
生
か

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

※	
こ
れ
ま
で
の
主
な
取
り
組
み
は
資

料
２
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

２
０
１
４
年
定
期
総
会
で
精
神
へ
の

適
用
を
求
め
る
決
議
を
採
択�

―
全
国
運
動
を
開
始

　

み
ん
な
ね
っ
と
は
２
０
１
４
年
６

月
５
日
第
７
回
定
期
総
会
で
、「
身

体
・
知
的
障
害
者
同
等
に
割
引
制
度

の
適
用
を
求
め
る
決
議
」
を
採
択
し

ま
し
た
。
そ
し
て
「
Ｊ
Ｒ
な
ど
交
通

運
賃
割
引
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
」
を
立
ち
上
げ
、
全
国
の
家
族
が

力
を
あ
わ
せ
て
取
り
組
む
こ
と
を
決

定
し
ま
し
た
。

　

定
期
総
会
決
議
に
は
次
の
と
お
り

記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
障
害
者
に
対
す
る
運
賃
割
引
に

つ
い
て
は
、
身
体
障
害
者
（
肢
体
不

自
由
者
や
視
覚
・
聴
覚
障
害
者
な
ど

「
外
部
障
害
者
」）
は
昭
和
25
年
、
内

部
障
害
者
（
心
臓
や
腎
臓
、
呼
吸
器

等
の
機
能
障
害
者
）
は
平
成
２
年
、

知
的
障
害
者
は
平
成
３
年
に
実
施
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
間
、障
害
者
基
本
法
改
正
、障

害
者
差
別
解
消
法
成
立
、
国
連
障
害

者
権
利
条
約
の
批
准
・
発
効
な
ど
障
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害
者
差
別
の
解
消
と
権
利
擁
護
が
ク

ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　
（
中
略
）

　

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
に
写

真
も
添
付
さ
れ
て
い
ま
す
。
運
賃
割

引
制
度
か
ら
精
神
障
害
者
を
除
外
す

る
合
理
的
根
拠
は
何
一
つ
存
在
し
て

い
な
い
の
で
す
。

　

私
た
ち
は
、
精
神
障
害
者
の
社
会

参
加
と
権
利
擁
護
の
視
点
に
立
ち
、

下
記
事
項
の
完
全
実
施
を
決
議
致
し

ま
す
。

記

一	

．
国
及
び
地
方
公
共
団
体
、
関
係

交
通
事
業
者
に
「
憲
法
14
条
（
法

の
下
の
平
等
）」「
国
連
障
害
者
権

利
条
約
」「
国
内
法
」
を
遵
守
し
、

一
刻
も
早
く
、
精
神
障
害
者
を
運

賃
割
引
制
度
の
対
象
と
す
る
よ
う

強
く
求
め
ま
す
。

交
通
運
賃
に
関
す
る�

全
国
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
実
施

　

２
０
１
４
年
12
月
～
翌
年
２
月
、

全
国
47
都
道
府
県
の
家
族
・
当
事
者

を
対
象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施

し
ま
し
た
。
２
０
１
５
年
４
月
27

日
、
４
８
１
８
名
の
調
査
結
果
を
ま

と
め
、
厚
労
省
記
者
ク
ラ
ブ
で
記
者

会
見
を
行
い
公
表
し
ま
し
た
。

　

交
通
運
賃
割
引
に
関
す
る
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
結
果
の
概
要
は
資
料
１

の
と
お
り
で
す
。

国
会
請
願
署
名
の
取
り
組
み
と�

請
願
署
名
提
出
中
央
行
動�

―
全
国
各
地
か
ら
１
６
２
名
が
参
加

　

２
０
１
６
年
５
月
13
日
、
全
国
各

地
の
家
族
会
か
ら
参
議
院
会
館
１
０

１
会
議
室
に
続
々
と
集
結
。福
岡
県
、

香
川
県
、
鳥
取
県
、
広
島
県
、
岡
山

県
な
ど
遠
方
の
家
族
会
の
方
々
は
、

前
泊
を
し
て
当
日
の
行
動
に
参
加
さ

れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
１
６
２
名
の
う
ち
、
関
東

ブ
ロ
ッ
ク
は
６
割
を
超
え
る
１
０
８

名
（
東
京
都
連
47
名
、
茨
城
県
連
21

名
、
埼
玉
県
連
16
名
、
栃
木
県
連
11

名
、
神
奈
川
県
連
８
名
、
千
葉
県
連

５
名
、
群
馬
県
連
は
県
連
総
会
の
た

め
欠
席
）
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

院
内
集
会
で
は
み
ん
な
ね
っ
と
小

幡
事
務
局
長
が
、
２
０
１
５
年
４
月

か
ら
全
国
の
家
族
が
訴
え
て
集
め
た

署
名
の
集
計
が
「
62
万
を
超
え
た
こ

と
」「
紹
介
議
員
を
承
諾
し
た
国
会

議
員
が
１
７
４
名（
参
議
院
59
議
員
、
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衆
議
院
１
１
５
議
員
）」
に
達
し
た

こ
と
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
時
の
本
條
理
事
長
、
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
の
奥
田
座
長
や
堀
場
事

務
局
長
の
挨
拶
の
後
、
小
幡
事
務
局

長
か
ら
具
体
的
な
行
動
説
明
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

事
前
に
参
加
者
を
17
グ
ル
ー
プ
に

分
け
、
グ
ル
ー
プ
ご
と
の
訪
問
議
員

の
一
覧
表
が
用
意
さ
れ
て
お
り
、
ス

ム
ー
ズ
に
行
動
に
移
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

西
鉄
が
精
神
障
害
者
へ
の�

運
賃
割
引
を
実
施

　

西
鉄
は
、
２
０
１
７
年
４
月
１
日

よ
り
、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手

帳
所
持
者
を
対
象
に
、
西
鉄
電
車
・

バ
ス
の
運
賃
割
引
を
実
施
し
ま
し

た
。な
お
、西
鉄
は
、従
前
か
ら
身
体
・

知
的
の
割
引
に
つ
い
て
も
１
０
０
㎞

以
下
の
同
伴
条
件
は
設
け
て
い
ま
せ

ん
で
し
た
。
路
線
バ
ス
と
の
関
連
も

考
え
ら
れ
ま
す
が
、
障
害
者
割
引
の

創
設
当
初
、
幹
部
の
中
に
障
害
者
の

日
常
生
活
に
理
解
の
あ
る
方
が
お
ら

れ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

西
鉄
の
精
神
障
害
者
に
対
す
る
割

引
実
施
英
断
の
背
景
に
は
、
当
事
者

も
参
加
し
た
福
岡
県
連
と
西
鉄
と
の

要
望
協
議
の
中
で
合
意
し
た
精
神
障

害
者
の
日
常
生
活
と
電
車
バ
ス
の
利

用
実
態
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
の
実
施
が
あ
り
ま
す
。
ア
ン
ケ
ー

ト
の
調
査
票
は
西
鉄
が
作
成
し
、
調

査
は
福
岡
県
連
が
実
施
し
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
Ｌ
グ
ル
ー
プ
と�

Ａ
Ｎ
Ａ
グ
ル
ー
プ
が
精
神
障
害
者
の

航
空
運
賃
割
引
を
実
施

　

２
０
１
８
年
９
月
21
日
、
Ｊ
Ａ
Ｌ

グ
ル
ー
プ
と
Ａ
Ｎ
Ａ
グ
ル
ー
プ
等
航

空
会
社
が
精
神
障
害
者
に
対
す
る
割

引
の
適
用
と
共
に
、
障
害
者
に
対
す

る
航
空
旅
客
運
賃
割
引
の
適
用
拡
大

の
概
要
を
発
表
し
ま
し
た
。

　
【
Ｊ
Ａ
Ｌ
】お
よ
び【
Ａ
Ｎ
Ａ
】は
、

活動の様子
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精
神
障
害
者
へ
の
割
引
適
用
を
契
機

に
身
体
・
知
的
に
対
し
て
行
っ
て
き

た
１
種
２
種
の
区
分
を
や
め
、
精
神

の
等
級
も
問
わ
な
い
制
度
と
し
て
文

字
ど
お
り
３
障
害
同
等
の
制
度
に
改

善
・
実
施
し
て
く
れ
ま
し
た
。

国
会
請
願
が
衆
参
委
員
会
で
採
択

　

２
０
１
７
年
以
降
の
請
願
署
名
の

取
り
組
み
は
、
毎
年
の
通
常
国
会
に

お
い
て
、
全
国
46
都
道
府
県
連
名
の

署
名
を
地
方
選
出
の
議
員
に
紹
介
議

員
に
な
っ
て
い
た
だ
き
、衆
参
両
院
の

議
長
あ
て
に
提
出
し
て
き
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
取
り
組
み
の
結
果
、
２

０
１
９
年
６
月
26
日
の
衆
参
両
院
の

国
土
交
通
委
員
会
で
Ｊ
Ｒ
等
の
交
通

運
賃
割
引
制
度
を
精
神
障
害
者
も
対

象
と
す
る
「
請
願
」
が
採
択
さ
れ
ま

し
た
。
２
０
１
６
年
５
月
13
日
、
１

６
２
名
の
要
請
団
が
全
国
か
ら
集

結
、
62
万
余
筆
の
国
会
請
願
中
央
行

動
か
ら
４
回
目
と
な
る
国
会
請
願
が

衆
参
両
院
で
採
択
と
い
う
画
期
的
な

成
果
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

座
長
就
任
の
ご
あ
い
さ
つ�

―	

同
伴
条
件
の
撤
廃
に
向
け
て�

�

新
銀
輝
子

　

今
年
度
交
通
運
賃
割
引
推
進
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
座
長
に
就
任
い
た

し
ま
し
た
。

　

年
表
に
も
あ
り
ま
す
よ
う
に
長
年

の
粘
り
強
い
取
り
組
み
で
、
運
賃
割

引
の
実
現
に
向
け
て
少
し
ず
つ
理
解

の
輪
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
結

果
、
西
鉄
を
は
じ
め
各
地
の
路
線

バ
ス
や
中

小
私
鉄
の

理
解
に
よ

り
、
日
常

生
活
で
の

利
用
が
拡
大
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
Ｊ
Ｒ
や
大
手
私
鉄
の
割

引
は
、
西
鉄
を
除
い
て
は
日
常
生
活

を
営
む
移
動
手
段
と
し
て
の
割
引
に

は
い
た
っ
て
お
ら
ず
、
精
神
障
害
者

が
地
域
で
あ
た
り
ま
え
に
暮
ら
せ
る

た
め
に
は
、
鉄
道
事
業
者
の
理
解
を

促
進
す
る
活
動
の
強
化
が
必
要
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　

多
く
の
皆
様
の
ご
支
援
を
賜
り
、

今
後
も
さ
ら
に
活
動
を
広
げ
て
い
く

所
存
で
す
の
で
、
何
卒
ご
指
導
ご
鞭

撻
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

新銀輝子さん（兵庫県）
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（資料１）
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９/28 ～ 29 みんなねっと福岡大会
交通運賃割引の実現に向けた全国 100 万人署名を確認

10 月 30 日 みんなねっと理事会　請願署名の国会提出計画を決定

2016 年 ２月～４月 請願署名の提出を前に、街頭宣伝を含めた請願署名協力の呼
びかけと請願署名の紹介議員獲得へ

４月１日 名古屋市交通局の地下鉄、市バス及び福岡市の地下鉄、路面
電車の運賃割引が市外在住の精神障害者にも拡大

５月 13 日 院内集会と請願署名の国会提出行動

2017 年 ４月１日 西鉄が精神障害者への運賃割引を実施

2018 年 ７月 20 日 二階俊博自民党幹事長秘書及び国土交通省鉄道局長との懇
談・要請

10 月１日 えちぜん鉄道と福井鉄道が指定難病患者の運賃割引適用

10 月４日 日本航空グループが精神障害者にも航空運賃割引を適用「全
ての手帳所持者本人と介護人」に割引適用

2019 年 １月 16 日 全日本空輸グループ等が精神障害者にも航空運賃割引を適用
「全ての手帳所持者本人と介護人」に割引適用

４月１日 札幌市市交通局の路面電車、地下鉄の運賃割引が市外在住の
精神障害者にも拡大

６月 26 日 精神障害者への運賃割引の適用を求める国会請願採択

2021 年 ６月 11 日 赤羽国土交通大臣が省内各局及び地方局へ大臣指示

2022 年 ４月 15 日 近鉄が 2023 年４月運賃改定に合わせ精神の割引発表

６/13，８/24 近鉄と同伴条件の撤廃を求めて話し合い

2023 年 ６月８日 京浜急行電鉄が 2023 年 10 月から精神の割引を発表

６月 12 日 南海電鉄が 2023 年 10 月から精神の割引を発表

８月 10 日 南海電鉄と同伴条件の撤廃を求めて話し合い

９月１日 名古屋鉄道が 2024 年３月 16 日から精神の割引を発表
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交通運賃全国運動の記録（資料２）

前　　史

1993 年 精神障害者は障害者基本法で障害者と認定された

1995 年 精神保健福祉手帳制度ができた

2006 年 10 月１日 精神保健福祉手帳に写真添付（任意）始まる

2007 年 ２月９日 精神手帳に写真添付を契機に奈良県連が当事者や関係団体と
共に奈良交通へバス運賃の割引を要望

2008 年 ４月１日 奈良交通が精神障害者へのバス運賃割引を実施

2014 年 ２月 19 日 日本が国連障害者権利条約を批准

３月３日 交通運賃プロジェクトチーム立ち上げの相談会

全国運動

2014 年 ６月５日 第７回　みんなねっと定期総会
身体・知的障害者同等に割引制度の適用を求める決議を採択
「ＪＲなど交通運賃割引推進プロジェクトチーム」を立ち上
げ、全国の家族で取り組むことを決定

７月 25 日 ＰＴ会議、全国運動推進の具体的構想（案）

10 月８日 国土交通大臣、厚生労働大臣、総務大臣、衆参国会議員団政
策責任者及び交通・運輸会社の全国組織に要望書を提出

10/16 ～ 17 みんなねっと石川大会
他障害者同等の交通運賃割引実現に全国の家族が力を合わせ
て取り組むことを確認

10 月 31 日 みんなねっと理事会　交通運賃に関する全国アンケート調査
の実施を決定

2015 年 ３月５日 ＰＴ会議、交通運賃に関する全国アンケート調査結果を集計
（4,818 人）

３月 20 日 みんなねっと理事会　国会請願署名の取り組みを決定

４月 27 日 アンケート調査結果を公表、厚労省記者クラブで記者会見

６/25 ～ 26 第８回　みんなねっと定期総会
国会請願署名の具体的な取り組みを確認

６月 26 日 交通運輸会社及び各党
交通運輸会社及び政府・政党など要職にある国会議員要請の
中央行動
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幼
児
の
心

　

幼
い
子
ど
も
は
、
母
親
を
い
ち
ば
ん
大
切
な
人
と
感
じ
、
母
親
が
喜

ん
で
い
る
と
き
に
は
安
心
し
、
悲
し
ん
で
い
る
と
き
に
は
心
か
ら
心
配

す
る
。
一
人
で
行
動
で
き
る
よ
う
に
な
る
ま
で
の
間
、
母
親
か
ら
生
活

の
技
を
学
び
、
日
々
成
長
を
遂
げ
て
ゆ
く
。

　

な
ぜ
か
は
知
ら
な
い
が
、
筆
者
に
は
、
こ
の
幼
い
頃
の
心
が
そ
の
ま

ま
残
っ
て
い
て
、
相
談
員
と
し
て
少
し
ず
つ
成
長
す
る
の
に
役
立
っ
て

い
る
。

　

最
近
、
あ
る
中
年
男
性
の
方
か
ら
相
談
を
お
受
け
し
た
。
小
学
生
の

頃
か
ら
い
じ
め
に
遭
い
、
思
春
期
に
精
神
の
病
を
発
症
、
友
だ
ち
が
で

き
ず
、
と
て
も
寂
し
い
、
と
い
う
内
容
だ
っ
た
。

　

お
話
を
伺
っ
て
い
る
間
、
筆
者
の
心
は
そ
の
方
の
寂
し
い
気
持
ち
で

い
っ
ぱ
い
に
な
り
、
何
と
か
し
て
明
る
い
世
界
に
そ
の
方
と
一
緒
に
抜

多事彩々



15	　多事彩々

け
出
し
た
い
と
、
全
身
を
耳
に
し
て
お
話
に
聴
き
入
っ
た
。

　

こ
の
相
談
の
と
き
の
筆
者
の
心
境
を
後
か
ら
振
り
返
っ
て
み
る
と
、

そ
れ
は
、
目
の
前
の
大
切
な
母
親
の
困
っ
た
顔
を
み
て
、
な
ん
と
か
役

に
立
ち
た
い
と
、
懸
命
に
、
な
い
知
恵
を
し
ぼ
る
幼
い
子
ど
も
の
姿
に

も
似
て
い
た
。
大
切
な
相
談
者
の
こ
と
で
心
が
い
っ
ぱ
い
で
、
そ
の
方

が
安
心
し
て
喜
ぶ
お
顔
を
見
た
い
一
心
で
あ
っ
た
。

　

そ
の
日
の
夕
方
、
そ
の
男
性
か
ら
メ
ー
ル
が
届
い
た
。

　
「
今
日
は
、
気
づ
き
が
あ
っ
て
助
か
り
ま
し
た
。
ま
た
、
相
談
に
の
っ

て
く
だ
さ
い
」

　

差
し
上
げ
た
お
返
事
の
メ
ー
ル
は
次
の
と
お
り
。

　
「
こ
ち
ら
こ
そ
、
ま
た
お
力
を
貸
し
て
く
だ
さ
い
。
良
い
相
談
員
に

な
れ
る
よ
う
に
努
め
ま
す
の
で
」

（
野
村
忠
良
）
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みんなねっと
相談室から

《第 54回》

家族会での 
わだかまりを超えて

◆
相
談
内
容

　

３
年
ぶ
り
に
退
院
し
た
40
歳
の
息

子
の
振
る
舞
い
が
ま
る
で
別
人
の
よ

う
に
な
り
、
し
か
も
病
棟
の
自
販
機

で
制
限
な
し
に
ジ
ュ
ー
ス
な
ど
を
飲

み
、
治
療
が
困
難
な
ほ
ど
の
虫
歯
に

侵
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
や
り
場
の
な

い
腹
立
た
し
さ
と
親
と
し
て
入
院
を

さ
せ
た
こ
と
へ
の
後
悔
で
い
っ
ぱ
い

だ
っ
た
そ
う
で
す
。

　

こ
の
体
験
を
家
族
会
で
話
し
た
と

こ
ろ
、
入
院
す
る
と
陽
性
の
困
っ
た

症
状
が
な
く
な
る
け
れ
ど
意
欲
も
減

退
す
る
の
は
仕
方
が
な
い
と
言
わ
れ

て
し
ま
い
、
ほ
と
ん
ど
会
話
も
し
な

く
な
っ
た
息
子
さ
ん
を
前
に
し
て
孤

独
を
感
じ
る
よ
う
に
な
り
、
家
族
会

に
わ
だ
か
ま
り
を
感
じ
、
会
へ
の
参

加
も
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
60

歳
代
の
お
母
さ
ま
か
ら
の
お
電
話
で

し
た
。

◆
話
し
合
っ
た
こ
と

　

息
子
さ
ん
が
発
症
し
、
対
応
に
苦

慮
し
絶
望
的
に
な
っ
て
い
た
時
に
家

族
会
に
た
ど
り
着
き
先
輩
会
員
に
助

け
ら
れ
、
手
帳
や
障
害
年
金
の
手
続

き
や
仲
間
に
出
会
っ
た
こ
と
で
息
子

の
障
害
を
受
け
入
る
こ
と
が
で
き
安

堵
し
た
こ
と
。

　

今
回
の
再
発
と
入
退
院
に
関
し
て

『
昔
は
大
変
だ
っ
た
け
ど
、
今
は
薬

も
よ
く
な
っ
て
い
る
か
ら
そ
の
う
ち

落
ち
着
く
よ
』
な
ど
と
他
人
事
の
よ

う
に
言
わ
れ
、
息
子
さ
ん
の
ひ
ど
い

虫
歯
や
意
欲
の
低
下
し
た
状
態
を
受
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け
止
め
ら
れ
な
い
こ
と
を
共
感
し
て

も
ら
え
ず
、
入
院
を
さ
せ
た
判
断
が

誤
り
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
自
分

を
責
め
、
親
子
で
引
き
こ
も
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
時
、
み
ん
な
ね
っ
と
の
臨

時
増
刊
号
「
精
神
保
健
医
療
福
祉
へ

の
提
言
」
が
届
き
、
家
族
会
で
学
ぶ

大
事
な
テ
ー
マ
だ
と
感
じ
た
そ
う
で

す
。

　

息
子
さ
ん
の
た
め
に
も
い
つ
ま
で

も
落
ち
込
ん
で
悩
ん
で
は
い
ら
れ
な

い
と
気
が
つ
き
、
家
族
会
員
や
息
子

さ
ん
の
リ
カ
バ
リ
ー
を
支
え
励
ま
し

合
う
仲
間
を
大
切
に
し
な
け
れ
ば
と

の
思
い
に
至
り
ま
し
た
。

　

精
神
保
健
福
祉
へ
の
提
言
は
私
た

ち
家
族
の
活
動
の
目
標
で
あ
り
、
希

望
で
も
あ
る
と
話
し
あ
う
こ
と
が
で

き
、
家
族
会
へ
の
わ
だ
か
ま
り
を
捨

て
て
、
冊
子
の
内
容
を
学
び
合
う
こ

と
を
提
案
し
た
い
と
の
こ
と
で
し

た
。

◆
感
想

　

家
族
会
で
自
分
の
体
験
を
話
し
他

の
方
の
体
験
を
聴
く
こ
と
、
相
手
の

で
き
て
い
る
と
こ
ろ
や
よ
い
と
こ
ろ

に
着
目
し
、
お
互
い
に
結
構
が
ん

ば
っ
て
い
る
と
気
づ
き
、
共
感
し
合

い
元
気
に
な
れ
れ
ば
最
高
で
す
。

　

家
族
会
は「
一
人
で
悩
ま
な
い
で
」

が
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
す
。
困
り
ご
と
や

悩
み
を
話
し
や
す
い
よ
う
に
傾
聴
を

心
が
け
て
い
ま
す
が
、
同
じ
家
族
同

士
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
上
か
ら
目

線
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
り
、
評
価
を

し
た
り
し
て
嫌
な
気
持
に
さ
せ
て
い

る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　

悩
み
や
問
題
は
そ
れ
ぞ
れ
違
う
の

で
相
手
を
尊
重
す
る
よ
う
に
心
が
け

な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
も
家
族
会
に
関

わ
り
た
い
と
思
わ
さ
れ
た
こ
と
と
、

家
族
会
が
大
切
な
存
在
で
あ
る
こ
と

を
再
認
識
で
き
て
感
謝
し
ま
し
た
。

（
岸
澤
マ
サ
子
）
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息
子
と
程
よ
い
距
離
を

保
ち
な
が
らペ

ン
ネ
ー
ム
　
山
好
き
女

そ
の

子
ど
も
・
き
ょ
う
だ
い
・
配
偶
者
　

家
族い
い
ろ
ろ42

「
難
治
性
て
ん
か
ん
」の
息
子
の
話

　

息
子
は
Ａ
Ｂ
Ｏ
式
血
液
型
不
適
合

で
黄
疸
が
強
く
な
り
、
生
後
５
日
目

で
確
率
50
％
の
交
換
輸
血
を
し
た
の

が
始
ま
り
で
し
た
。
そ
の
後
も
虚
弱

で
毎
月
の
よ
う
に
発
熱
し
、
意
識
が

な
く
な
る
の
を
３
年
程
繰
り
返
し
て

い
ま
し
た
。
医
師
も
頭
を
抱
え
る
ば

か
り
で
、
Ｈ
大
学
病
院
に
も
紹
介
さ

れ
、５
～
６
度
入
院
、６
歳
で
わ
か
っ

た
こ
と
が
、
小
人
症
と
ケ
ト
ン
性
低

血
糖
症
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
小
学
５
年
の
頃
よ
り

「
て
ん
か
ん
」
症
状
を
起
こ
す
よ
う

に
な
り
、
内
服
を
開
始
し
ま
し
た
。

い
く
ら
内
服
量
を
増
や
せ
ど
発
作
は

治
ま
り
ま
せ
ん
。
通
学
で
き
、
あ
る

程
度
運
動
も
で
き
る
範
囲
の
服
薬
量

で
過
ご
し
て
い
ま
し
た
が
、
発
作
は

た
び
た
び
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
せ
い

で
脳
の
ダ
メ
ー
ジ
は
徐
々
に
あ
り
、

一
人
で
出
か
け
て
も
大
発
作
を
起
こ

し
、
そ
の
た
び
に
救
急
車
の
お
世
話

に
な
り
ま
し
た
。

医
学
の
進
歩
に
よ
り
手
術
可
能
に

　

そ
れ
か
ら
30
年
ほ
ど
た
ち
、
医
学

が
進
歩
し
「
て
ん
か
ん
」
で
も
手
術

が
で
き
る
ら
し
い
と
話
を
聞
き
ま
し

た
。
主
治
医
は
無
理
で
し
ょ
う
と
言

う
の
を
押
し
切
り
、
Ｉ
大
学
病
院
で

検
査
を
受
け
る
と
手
術
が
で
き
る
こ

と
に
な
り
、
脳
の
一
部
を
切
除
し
ま

し
た
。
そ
れ
だ
け
で
治
ま
ら
ず
、
感

染
症
も
発
症
し
、
一
時
期
、
頭
皮
の

下
に
「
脳
」
が
直
接
あ
り
、
防
御
帽

子
を
つ
け
作
業
所
に
行
っ
て
い
ま
し

た
。
そ
の
時
は
「
可
哀
想
な
こ
と
を

し
て
し
ま
っ
た
」
と
私
も
思
い
ま
し

た
。

　

そ
れ
か
ら
１
年
半
後
に
、
よ
う
や

く
人
工
の
骨
を
入
れ
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
な
ん
と
４
回
も
開
頭
手
術

を
し
ま
し
た
。
今
で
は
本
人
は
あ
ま

り
よ
く
覚
え
て
い
な
い
の
が
救
い
で

す
。
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高
校
ま
で
は
数
学
と
漢
字
の
好
き

な
普
通
の
生
徒
で
し
た
が
、
脳
の
ダ

メ
ー
ジ
は
あ
り
、
今
は
知
的
障
害
。

20
歳
で
障
害
者
手
帳
、
年
金
の
手
続

き
を
し
て
い
ま
す
。
一
時
期
ア
ル
バ

イ
ト
等
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
発
作

を
起
こ
す
の
で
一
般
就
労
は
で
き

ず
、就
労
Ｂ
型
、地
域
活
動
セ
ン
タ
ー

な
ど
今
ま
で
何
か
所
か
転
々
と
し
て

き
ま
し
た
が
、よ
う
や
く
落
ち
着
き
、

今
の
就
労
Ｂ
型
で
豆
腐
の
販
売
を
始

め
10
年
に
な
り
ま
し
た
。

過
干
渉
の
母
の
も
と
か
ら
の
自
立

　

33
歳
の
時
弟
が
事
故
で
亡
く
な

り
、
シ
ョ
ッ
ク
で
こ
の
時
は
１
年
半

ほ
ど
引
き
こ
も
り
状
態
で
し
た
。
同

居
し
て
い
た
私
は
い
つ
も
小
言
を

言
っ
て
い
た
の
で
す
。あ
る
地
活
で
、

名
前
だ
け
の
理
事
長
を
や
る
こ
と
に

な
り
、
こ
こ
で
家
族
会
の
事
務
局
長

の
方
に
「
お
母
さ
ん
は
過
干
渉
過
ぎ

る
」
と
…
…
。
そ
の
方
に
何
度
同
じ

こ
と
を
言
わ
れ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

ま
た
、
別
々
に
暮
ら
し
な
さ
い
と
も

言
わ
れ
、
息
子
に
「
家
を
出
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
」
と
話
し
て
10
年
程
が

経
っ
た
こ
ろ
、
相
談
室
の
ワ
ー
カ
ー

さ
ん
が
「
い
い
と
こ
ろ
が
あ
る
」
と

教
え
て
く
れ
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の

見
学
に
一
緒
に
行
き
ま
し
た
。
体
験

も
せ
ず
「
こ
こ
に
決
め
た
」
と
言
い
、

別
々
の
暮
ら
し
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

今
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
は
マ
ン

シ
ョ
ン
タ
イ
プ
で
、
ほ
ぼ
一
人
暮
ら

し
で
す
が
、
ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
・
訪
問

看
護
の
方
々
の
力
を
か
り
、
４
か
月

が
経
ち
ま
し
た
。
部
屋
の
片
づ
け
等

に
は
目
を
つ
ぶ
り
、
で
き
る
だ
け
訪

問
し
な
い
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
月

２
回
は
我
が
家
に
泊
ま
り
、
病
院
受

診
を
し
て
い
る
の
で
、
少
し
は
話
を

聞
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

金
銭
面
で
も
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
し

た
が
、
今
は
作
業
所
の
方
と
一
緒
に

金
銭
管
理
を
し
、
大
好
き
な
競
馬
に

も
行
っ
て
ま
す
。

　

私
も
家
族
会
に
か
か
わ
る
よ
う
に

な
り
少
し
ず
つ
勉
強
し
、
今
は
息
子

と
の
関
係
は
以
前
よ
り
は
よ
く
な
り

ま
し
た
。
ま
た
家
族
会
に
入
っ
て
、

自
分
が
一
番
不
幸
だ
と
思
っ
て
い
ま

し
た
が
、
も
っ
と
も
っ
と
つ
ら
い
思

い
を
し
て
い
る
方
が
い
る
こ
と
も
知

り
ま
し
た
。
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リカバリーカレッジ KOBE に 
出会って

リレー連載「リカバリーをめぐって、対話のように」㊲

（対話）大谷利恵・山本仁奈

《
対
話
者
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
》

大お
お

谷た
に

利り

恵え　

一
般
社
団
法
人b

e
lle

 

v
ie

代
表
理
事
／
訪
問
看
護
ス
テ
ー

シ
ョ
ンto

c
 to

c

（
兵
庫
県
）
・
管
理

者
／
看
護
師
・
保
健
師

山や
ま

本も
と

仁に

奈な　

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ

ン

ア
ユ
ー
ス
（
大
阪
府
）
・
精
神
科
認

定
看
護
師
・
保
健
師
／
Ｗ
Ｒ
Ａ
Ｐ
フ
ァ

シ
リ
テ
ー
タ
ー

　

今
回
は
、
リ
カ
バ
リ
ー
カ
レ
ッ
ジ

Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
の
運
営
メ
ン
バ
ー
で
あ

り
、
普
段
は
精
神
科
訪
問
看
護
師
を

し
て
い
る
二
人
で
対
話
し
ま
し
た
。

当
事
者
と
支
援
者
が�

対
等
に
な
る
と
い
う
こ
と

大
谷　

２
０
２
２
年
３
月
に
リ
カ
バ

リ
ー
カ
レ
ッ
ジ
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
を
開
校
、

そ
の
後
す
ぐ
に
私
は
訪
問
看
護
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
を
開
設
し
て
、
よ
う
や

く
１
年
と
少
し
経
ち
ま
し
た
。

山
本　

私
は
２
０
１
８
年
か
ら
訪
問

看
護
を
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
ま
で
は

大
学
病
院
の
精
神
科
病
棟
で
働
い
て

い
ま
し
た
。

大
谷　

リ
カ
バ
リ
ー
カ
レ
ッ
ジ
に
入

学
し
て
、
ど
う
で
し
た
か
。

山
本　

私
は
元
々
、
あ
あ
い
う
知
ら

な
い
人
が
沢
山
い
る
場
は
す
ご
く
緊

張
し
て
疲
れ
る
ん
で
す
け
ど
、
心
地

よ
く
い
ら
れ
る
感
覚
が
あ
り
ま
し

た
。
や
っ
ぱ
り
人
と
人
が
繋
が
る
こ

と
が
一
番
の
癒
し
に
な
る
し
、
パ

ワ
ー
が
あ
る
ん
だ
よ
な
、
な
ん
て
思

う
こ
と
も
で
き
て
。
い
つ
も
は
周
り

の
目
が
気
に
な
っ
て
失
敗
し
な
い
か

不
安
な
の
に
、
カ
レ
ッ
ジ
で
は
失
敗

し
た
と
し
て
も
ま
た
チ
ャ
レ
ン
ジ
す

れ
ば
い
い
と
い
う
こ
と
を
保
障
し
て
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も
ら
え
る
か
ら
、
そ
れ
も
自
然
に
で

き
ま
し
た
。
リ
カ
バ
リ
ー
を
信
じ
て

き
て
よ
か
っ
た
な
と
か
、
当
事
者
の

方
が
す
ご
く
頼
れ
て
、
み
ん
な
が
あ

た
た
か
く
て
、間
違
い
な
か
っ
た
な
、

と
い
う
思
い
で
し
た
。「
あ
、や
っ
ぱ

り
リ
カ
バ
リ
ー
は
あ
る
ん
だ
」
と
確

信
と
希
望
を
抱
い
た
感
じ
で
し
た
。

大
谷　

私
は
当
事
者
の
方
と
本
当
に

対
等
に
な
る
と
い
う
こ
と
を
体
験
し

た
感
じ
が
し
ま
し
た
。
最
初
は
ど
う

自
分
が
動
い
た
ら
い
い
の
か
な
と

か
、
私
の
看
護
師
性
は
ど
こ
に
置
い

と
い
た
ら
い
い
ん
だ
ろ
う
み
た
い
な

迷
い
が
、
実
は
ち
ょ
っ
と
あ
っ
た
ん

で
す
。
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
グ
ル
ー
プ
作
っ
て

い
い
の
か
な
と
か
、
ど
ん
な
風
に
話

す
の
が
い
い
の
か
な
と
か
。
当
事

者
の
方
と
「
仲
間
に
な
る
」
体
験
は

初
め
て
だ
っ
た
か
ら
、
最
初
は
そ
ん

な
こ
と
で
も
悩
み
ま
し
た
ね
。
そ
の

う
ち
そ
ん
な
こ
と
も
言
っ
て
い
ら
れ

な
く
な
っ
て
、
気
づ
い
た
ら
普
通
の

私
に
な
っ
て
い
ま
し
た
け
ど
（
笑
）。

で
も
、
そ
こ
か
ら
は
す
ご
く
楽
で
し

た
。
看
護
師
と
し
て
の
自
分
が
ま
ず

前
に
あ
る
ん
じ
ゃ
な
く
て
、
ま
ず
人

と
し
て
の
私
が
い
て
、
知
識
と
か
、

経
験
と
か
は
、
た
と
え
ば
バ
ッ
グ
に

入
れ
て
持
ち
歩
い
て
い
る
よ
う
な
感

覚
に
な
っ
た
ん
で
す
。
リ
カ
バ
リ
ー

カ
レ
ッ
ジ
っ
て
み
ん
な
で
一
緒
に
作

る
か
ら
時
間
は
か
か
る
け
ど
、
失
敗

し
て
も
み
ん
な
で
決
め
た
こ
と
だ
か

ら
し
ょ
う
が
な
い
な
と
思
っ
た
り
、

う
ま
く
い
っ
た
ら
み
ん
な
で
喜
べ
た

り
、
何
も
か
も
倍
増
す
る
感
じ
で
、

と
に
か
く
楽
し
い
。
人
が
人
を
呼
ん

で
、
つ
な
が
り
が
ど
ん
ど
ん
大
き
く

な
っ
て
、
気
づ
い
た
ら
日
本
中
に
仲

間
が
沢
山
い
て
、
す
ご
い
な
ー
っ
て

思
っ
て
い
ま
す
。

山
本　

何
で
も
言
い
た
い
こ
と
を
言

う
っ
て
、
確
か
に
看
護
師
し
て
い
る

時
は
な
い
で
す
よ
ね
。

大
谷　

も
ち
ろ
ん
、
相
手
の
こ
と
を

考
え
な
い
で
何
で
も
話
す
と
い
う
こ

と
で
は
な
い
で
す
。
他
人
を
傷
つ
け

る
こ
と
は
し
た
く
な
い
し
、
あ
た
り

前
の
配
慮
み
た
い
な
も
の
は
持
っ
て

い
る
け
ど
、
そ
れ
以
上
は
そ
ん
な
に

大谷利恵さん
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持
た
な
い
。
訪
問
看
護
師
と
し
て
利

用
者
さ
ん
の
と
こ
ろ
に
行
く
時
は
、

持
っ
て
い
く
も
の
が
少
し
違
う
か
も

し
れ
な
い
け
ど
。
で
も
、
誰
に
対
し

て
も
、
ま
ず
人
と
し
て
い
る
と
い
う

の
は
変
わ
ら
な
い
で
す
ね
。

結
果
よ
り
も
話
し
合
う�

過
程
を
大
切
に

山
本　

リ
カ
バ
リ
ー
カ
レ
ッ
ジ
の
会

議
で
も
、
み
ん
な
好
き
放
題
に
自
分

の
意
見
を
言
っ
て
い
ま
す
よ
ね
。

大
谷　

で
も
な
ぜ
か
ま
と
ま
っ
て
い

く
。
真
逆
の
意
見
に
分
か
れ
て
い
て

も
、結
局
両
方
あ
っ
て
当
然
だ
よ
ね
、

両
方
あ
っ
て
も
い
い
よ
う
に
し
た
い

ね
み
た
い
な
感
じ
に
な
っ
て
い
く
。

ど
ち
ら
か
の
意
見
に
決
め
る
と
し
て

も
、
最
後
は
結
局
こ
う
や
っ
て
喋
る

こ
と
が
や
っ
ぱ
り
大
事
だ
よ
ね
っ

て
、
み
ん
な
が
そ
れ
な
り
に
納
得
し

て
終
わ
る
。
話
し
あ
い
の
中
で
ち
ゃ

ん
と
自
分
の
意
見
を
言
っ
て
、
そ
の

上
で
話
が
進
ん
で
い
く
か
ら
、
納
得

で
き
る
の
か
な
。
訪
問
看
護
の
仕
事

の
中
で
も
、
話
し
あ
っ
て
そ
の
人
が

決
め
て
い
く
こ
と
は
大
事
に
し
て
い

ま
す
。
ど
ん
な
結
論
が
出
る
こ
と
よ

り
も
、
話
し
あ
う
過
程
を
大
事
に
し

て
い
ま
す
ね
。

山
本　

そ
れ
は
カ
レ
ッ
ジ
を
は
じ
め

て
か
ら
変
わ
っ
た
ん
で
す
か
。

大
谷　

も
ち
ろ
ん
そ
の
人
の
状
態
と

か
、
状
況
を
見
な
が
ら
だ
け
ど
、
あ

た
り
前
に
そ
う
す
る
よ
う
に
な
っ
た

よ
う
に
思
い
ま
す
。
こ
の
人
は
こ
う

な
る
の
が
い
い
だ
ろ
う
と
決
め
つ
け

た
り
、
私
た
ち
が
舵
を
取
る
よ
う
な

や
り
方
は
し
な
い
。
昔
は
そ
れ
が
専

門
性
だ
と
ど
こ
か
で
思
っ
て
い
た
と

こ
ろ
が
あ
っ
た
気
が
す
る
ん
で
す
。

相
手
を
理
解
し
た
つ
も
り
に
な
っ

て
、
こ
の
人
に
と
っ
て
は
こ
れ
が
い

い
み
た
い
な
道
筋
を
勝
手
に
作
っ
て

し
ま
っ
て
、
そ
っ
ち
の
方
向
に
も
っ

て
い
こ
う
と
す
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た

ん
じ
ゃ
な
い
か
な
。
今
は
ど
ん
な
結

果
に
な
ろ
う
と
、
一
緒
に
悩
ん
だ
り

話
し
た
り
し
て
、
そ
の
人
が
決
め
ら

れ
る
こ
と
が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

山
本　

私
は
訪
問
看
護
だ
け
を
や
っ

て
い
た
時
に
は
、
看
護
師
と
し
て
答

え
を
出
そ
う
と
し
ち
ゃ
う
風
潮
に
耐

え
ら
れ
な
か
っ
た
ん
で
す
よ
ね
。
看

護
師
っ
て
わ
か
り
や
す
い
理
論
の
枠

組
み
と
か
、
エ
ビ
デ
ン
ス
と
か
の
教

育
を
受
け
て
い
る
の
で
、
そ
う
い
う
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こ
と
に
あ
て
は
め
て
正
解
を
探
し
始

め
ち
ゃ
う
。
時
に
は
そ
う
い
う
面
も

大
切
な
ん
だ
け
ど
、
リ
カ
バ
リ
ー
っ

て
答
え
が
あ
る
も
の
じ
ゃ
な
い
し
、

当
事
者
自
身
の
も
の
な
の
に
な
、
と

悩
ん
で
い
ま
し
た
。
で
も
リ
カ
バ

リ
ー
カ
レ
ッ
ジ
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
に
出
会
っ

て
、
今
は
、
試
行
錯
誤
し
た
り
不
確

実
な
こ
と
に
耐
え
な
が
ら
、
答
え
あ

り
き
で
は
な
く
話
し
あ
う
過
程
が
す

ご
く
大
事
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
目
標

大
谷　

私
は
訪
問
看
護
っ
て
ど
こ
に

向
か
っ
て
い
け
ば
い
い
の
か
な
っ

て
、
最
近
よ
く
考
え
ま
す
。
医
療
だ

か
ら
、
い
ず
れ
必
要
な
く
な
る
の
が

理
想
な
の
か
な
と
思
う
け
ど
、
訪
問

回
数
を
減
ら
す
だ
け
で
利
用
者
さ
ん

に
す
ご
く
嫌
が
ら
れ
た
り
す
る
ん
で

す
よ
ね
（
汗
）。
私
は
リ
カ
バ
リ
ー

カ
レ
ッ
ジ
み
た
い
に
医
療
で
も
福
祉

で
も
な
い
場
で
、
支
援
者
で
は
な
い

人
と
た
く
さ
ん
つ
な
が
っ
て
い
く
、

そ
の
人
が
そ
の
人
ら
し
く
い
ら
れ
る

場
所
が
増
え
て
い
く
と
い
う
こ
と
が

大
事
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。だ
か
ら
、

き
っ
か
け
を
運
ん
で
い
け
る
よ
う

に
、
ま
ず
自
分
が
い
ろ
ん
な
場
所
や

人
と
繋
が
り
た
い
で
す
ね
。
と
は
い

え
、
今
は
精
神
科
訪
問
看
護
の
存
在

す
ら
知
ら
な
い
人
が
多
い
か
ら
、
た

く
さ
ん
の
人
に
こ
の
制
度
を
知
っ
て

も
ら
う
。
そ
し
て
そ
の
先
は
、
訪
問

看
護
は
ほ
ん
の
少
し
し
か
要
ら
な
い

よ
う
に
し
て
い
き
た
い
で
す
。

山
本　

私
は
世
の
中
で
は
こ
ん
な
に

リ
カ
バ
リ
ー
っ
て
言
わ
れ
て
い
る
の

に
、
利
用
者
さ
ん
が
あ
ま
り
リ
カ
バ

リ
ー
を
知
ら
な
い
と
い
う
の
が
気
に

な
り
ま
す
ね
。
リ
カ
バ
リ
ー
カ
レ
ッ

ジ
も
、
も
っ
と
一
般
の
市
民
の
人
に

参
加
し
て
も
ら
っ
て
、
た
く
さ
ん
の

人
に
「
リ
カ
バ
リ
ー
」
を
知
っ
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。

大
谷　

ま
だ
ま
だ
お
互
い
こ
れ
か
ら

で
す
ね
、
一
緒
に
が
ん
ば
っ
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

リ
カ
バ
リ
ー
カ
レ
ッ
ジ
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

https://rcchauchaukobe.jim
dofree.com

/
山本仁奈さん
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は
じ
ま
り
は
、
連
載
コ
ラ
ム
か
ら

　

２
０
１
８
年
に
朝
日
新
聞
デ
ジ
タ

ル
で
全
６
回
連
載
さ
れ
た
コ
ラ
ム
を

も
と
に
本
に
し
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で

は
自
分
の
体
験
を
公
表
す
る
な
ん
て

考
え
た
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。
将
来

的
に
定
年
退
職
し
た
時
や
老
後
と
か

何
十
年
先
か
も
し
れ
な
い
け
ど
書
き

残
し
た
い
と
思
う
こ
と
は
あ
り
ま
し

た
が
、
そ
ん
な
に
す
ぐ
に
表
に
出

す
っ
て
こ
と
は
ま
っ
た
く
考
え
て
い

ま
せ
ん
で
し
た
。と
こ
ろ
が
あ
る
時
、

社
内
の
信
頼
す
る
同
僚
か
ら
「
介
護

を
テ
ー
マ
に
し
た
企
画
の
中
で
、
自

身
の
体
験
を
書
い
て
み
て
は
ど
う

か
」
と
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ

で
初
め
て
具
体
的
に
考
え
る
よ
う
に

な
り
、
書
い
て
発
表
す
る
場
が
あ
る

の
な
ら
や
る
価
値
が
あ
る
の
で
は
な

い
か
、
私
と
妻
の
個
人
的
な
体
験
で

あ
っ
て
も
語
る
こ
と
で
社
会
課
題
が

浮
き
彫
り
に
な
る
の
で
は
な
い
か
、

そ
し
て
そ
れ
を
伝
え
て
い
く
の
は

我
々
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
役
割
で
は

な
い
か
と
考
え
ま
し
た
。

妻
は
一
貫
し
て
「
書
い
て
欲
し
い
」

　

た
だ
、
こ
れ
は
相
手
が
あ
る
こ
と

知りたい！ 
聴きたい！ 

こんなとりくみ
第
31
回

朝
日
新
聞
記
者
・
著
者

永
田
豊
隆
さ
ん

精
神
疾
患
を
抱
え
た
妻
の

介
護
を
綴
っ
た
著
書 

「
妻
は
サ
バ
イ
バ
ー
」

永田豊隆さん
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で
、
当
事
者
で
あ
る
妻
が
了
解
す
る

か
が
最
大
の
ネ
ッ
ク
で
し
た
。
彼
女

が
思
い
出
し
た
く
な
い
体
験
を
オ
ー

プ
ン
に
し
て
い
い
と
は
言
わ
な
い
だ

ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ

が
、
本
人
に
打
診
し
た
と
こ
ろ
、「
自

分
の
よ
う
に
苦
し
む
人
を
な
く
す
た

め
に
書
い
て
ほ
し
い
」
と
答
え
が
か

え
っ
て
き
た
の
で
す
。
し
か
し
、
妻

は
ト
ラ
ウ
マ
に
よ
る
複
雑
性
Ｐ
Ｔ
Ｓ

Ｄ
と
か
解
離
と
か
い
ろ
ん
な
症
状
が

あ
っ
て
感
情
的
に
も
非
常
に
揺
れ
が

激
し
い
の
で
、
信
用
し
な
い
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
１
回
ｙ
ｅ
ｓ
と

言
っ
て
も
答
え
が
変
わ
っ
て
く
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
半
年
間
ぐ
ら
い
に

わ
た
っ
て
何
度
も
、
何
度
も
、
タ
イ

ミ
ン
グ
を
見
て
本
人
に
確
認
を
し
ま

し
た
。
し
か
し
、「
書
い
て
欲
し
い
」

と
の
答
え
が
一
貫
し
て
変
わ
ら
な

か
っ
た
の
で
、
こ
れ
は
書
こ
う
と
決

め
ま
し
た
。

言
葉
に
す
る
こ
と
は�

相
対
化
す
る
こ
と

　

朝
日
新
聞
出
版
の
編
集
担
当
者
か

ら
、
こ
の
連
載
を
ぜ
ひ
本
に
し
た
い

と
い
う
お
話
を
い
た
だ
い
て
、
そ
こ

か
ら
何
年
か
か
け
て
加

筆
し
ま
し
た
。
途
中
ま

で
は
ア
ル
コ
ー
ル
依
存

症
に
よ
る
妻
の
飲
酒
が

な
か
な
か
止
ま
ら
ず

に
、
私
も
心
身
が
休
ま

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ

の
状
態
で
書
き
続
け
る

の
は
無
理
だ
な
と
執
筆

を
あ
き
ら
め
か
け
、
原
稿
が
ほ
と
ん

ど
進
み
ま
せ
ん
で
し
た
。と
こ
ろ
が
、

途
中
で
酒
を
や
め
る
こ
と
が
で
き
て

私
の
気
持
ち
も
安
定
し
た
の
で
、
そ

こ
か
ら
一
気
に
書
き
あ
げ
ま
し
た
。

字
に
す
る
出
来
事
の
大
半
は
思
い
出

す
の
が
し
ん
ど
い
こ
と
ば
か
り
で
し

た
が
、
一
方
で
、
書
く
こ
と
は
そ
れ

を
ど
こ
か
相
対
化
し
て
い
く
作
業
だ

と
も
思
い
ま
し
た
。
辛
い
こ
と
を
思
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い
出
し
つ
つ
も
、
そ
れ
を
言
葉
に
変

換
し
て
い
く
こ
と
で
、
過
去
の
出
来

事
と
の
間
に
距
離
が
持
て
て
、
自
分

の
気
持
ち
を
客
観
視
で
き
ま
し
た
。

妻
の
こ
と
を
人
間
と
し
て
描
く

　

連
載
を
本
に
す
る
際
に
意
識
し
た

こ
と
は
、
本
来
の
妻
の
姿
を
描
写
す

る
こ
と
で
す
。
症
状
を
そ
の
ま
ま
書

く
だ
け
だ
と
、
読
み
手
か
ら
す
る
と

妻
は
異
常
な
人
に
し
か
見
え
な
い
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
で
も
、
当
然
で
す

が
、
彼
女
は
笑
っ
た
り
冗
談
を
言
っ

た
り
す
る
し
、
人
に
対
し
て
や
さ
し

さ
を
持
っ
た
人
間
で
す
。
一
緒
に
過

ご
し
た
期
間
、
24
時
間
３
６
５
日
の

す
べ
て
が
大
変
だ
っ
た
わ
け
じ
ゃ
な

く
て
、
彼
女
の
温
か
さ
に
ふ
れ
て
い

た
時
間
の
方
が
長
か
っ
た
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
で
す
か
ら
、
妻
本
来
の
人

間
性
や
姿
も
意
識
し
て
エ
ピ
ソ
ー
ド

を
加
え
ま
し
た
。
精
神
障
害
や
依
存

症
を
め
ぐ
る
報
道
の
中
に
は
、
当
事

者
を
同
じ
人
間
と
し
て
見
て
い
な
い

と
し
か
思
え
な
い
も
の
も
散
見
さ
れ

ま
す
。
ど
ん
な
作
品
も
、
そ
の
人
を

人
間
と
し
て
み
て
い
る
か
が
問
わ
れ

る
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

無
理
解
に
基
づ
く�

「
助
言
」
に
苦
し
ん
だ

　

周
囲
の
人
の
無
理
解
に
は
苦
し
み

ま
し
た
。
と
く
に
、「
助
言
」
し
た

が
る
人
た
ち
で
す
。
し
ん
ど
い
気

持
ち
を
打
ち
明
け
た
ら
、「
過
食
嘔

吐
は
体
に
悪
い
よ
」「
力
づ
く
で
酒

を
や
め
さ
せ
な
さ
い
」
な
ど
の
反
応

が
か
え
っ
て
く
る
。「
そ
ん
な
の
わ

か
っ
て
る
よ
」
と
言
い
返
し
た
く
な

る
こ
と
も
あ
る
し
、
病
気
の
本
質
を

ま
っ
た
く
わ
か
っ
て
い
な
い
と
思
う

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
問
題
の
難

し
い
と
こ
ろ
は
、
助
言
し
て
く
る
人

は
本
当
に
１
０
０
％
善
意
で
や
っ
て

い
る
、
少
な
く
と
も
本
人
は
善
意
だ

と
思
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。だ
か
ら
、

そ
れ
を
受
け
る
側
は
ど
ん
な
に
自
分

が
傷
つ
い
て
も
「
相
手
の
善
意
を
傷

つ
け
て
は
い
け
な
い
」
と
い
う
心
境

に
な
り
、「
あ
り
が
と
う
」
と
言
わ

ざ
る
を
え
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

私
の
経
験
で
は
、
結
局
、
マ
ウ
ン
ト

を
取
り
た
い
た
め
に
助
言
し
て
い
る

と
し
か
思
え
な
い
よ
う
な
ケ
ー
ス
も

あ
り
ま
し
た
。
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医
師
の
対
応
に
疑
問
も

　

医
師
の
無
理
解
に
も
悩
ま
さ
れ
ま

し
た
。
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
、「
精

神
科
以
外
」
が
中
心
で
す
。
妻
が
酒

を
や
め
る
直
前
の
こ
ろ
は
内
科
で
診

て
も
ら
え
な
く
な
り
ま
し
た
。「
ど

う
せ
飲
酒
を
繰
り
返
す
で
し
ょ
う
か

ら
、肝
臓
を
治
療
し
た
と
こ
ろ
で『
飲

め
る
』体
に
し
て
帰
す
だ
け
に
な
る
」

と
い
う
わ
け
で
す
。
別
の
救
急
病
院

で
は
、「
ど
う
し
て
閉
鎖
病
棟
に
入

れ
て
お
か
な
い
ん
で
す
か
」
と
説
教

さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
実
は
、

精
神
障
害
の
当
事
者
が
精
神
科
以
外

の
医
療
機
関
で
受
診
を
拒
否
さ
れ
る

と
い
う
の
は
、
残
念
な
が
ら
珍
し
い

話
で
は
な
い
ん
で
す
ね
。も
ち
ろ
ん
、

医
療
側
に
も
受
け
入
れ
が
難
し
い
事

情
が
あ
る
の
は
理
解
で
き
ま
す
。
私

の
本
を
読
ん
で
く
だ
さ
っ
た
内
科
や

外
科
の
医
師
か
ら
「
精
神
障
害
が
あ

る
患
者
さ
ん
へ
の
対
応
に
つ
い
て
考

え
さ
せ
ら
れ
た
」
と
い
う
感
想
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
内
科
な
ど
身
体
科

と
精
神
科
の
連
携
を
深
め
る
な
ど
医

療
界
の
取
り
組
み
を
期
待
し
た
い
で

す
。

同
じ
家
族
の
方
に
伝
え
た
い
こ
と

　

苦
し
ん
で
お
ら
れ
る
こ
と
の
か
な

り
は
本
人
・
家
族
の
せ
い
じ
ゃ
な
い

と
い
う
こ
と
は
伝
え
た
い
で
す
。
多

く
は
社
会
の
側
の
責
任
だ
と
思
い
ま

す
。
医
療
や
福
祉
制
度
の
問
題
で

あ
っ
た
り
、
自
治
体
や
国
の
政
策
上

の
誤
り
で
あ
っ
た
り
。
今
の
社
会

は
、
本
人
や
家
族
が
「
自
分
が
悪
い

か
ら
」
っ
て
思
わ
さ
れ
が
ち
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
適
切
な
治
療
が
受
け
ら

れ
な
か
っ
た
り
、
回
復
が
思
わ
し
く

な
か
っ
た
り
す
る
と
、「
自
分
が
だ

め
な
せ
い
」「
家
族
と
し
て
支
え
き

れ
て
い
な
い
か
ら
」
と
思
い
が
ち
で

す
が
、
そ
ん
な
こ
と
は
な
い
と
思
い

ま
す
。
例
え
ば
、
妻
は
酒
を
や
め
ら

れ
ず
苦
し
み
ま
し
た
し
、
私
も
自
分

の
対
応
が
悪
い
の
か
と
悩
み
ま
し
た

が
、
現
在
の
依
存
症
専
門
治
療
の
枠

組
み
は
妻
の
よ
う
な
重
度
の
ト
ラ
ウ

マ
を
抱
え
た
人
に
は
必
ず
し
も
効
果

的
で
な
い
こ
と
を
後
に
知
り
ま
し

た
。
い
ま
苦
し
ん
で
い
る
方
も
き
っ

と
、
あ
な
た
が
悪
い
わ
け
じ
ゃ
あ
り

ま
せ
ん
。

（
取
材
・
編
集
委
員　

橋
口
亜
希
子
）
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み
な
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。「
精

神
科
薬
剤
師
に
聞
く
！　

ク
ス
リ
の

疑
問
」
第
４
回
は
多
剤
大
量
処
方
に

つ
い
て
お
話
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

多
剤
大
量
処
方
と
は

　

私
た
ち
薬
剤
師
が
、
患
者
さ
ん
や

そ
の
ご
家
族
に
薬
の
話
を
し
て
い
る

と
、「
薬
の
数
が
多
い
ん
で
す
。
減

ら
し
て
欲
し
い
け
ど
な
か
な
か
減
ら

し
て
も
ら
え
な
く
て
。」
と
い
う
相

精
神
科
薬
剤
師
に
聞
く
！

　

ク
ス
リ
の
疑
問　
第
４
回

薬�
が
多
く
て
困
っ
て
い
ま
す
！�

～
多
剤
大
量
処
方
に
つ
い
て
～

談
を
受
け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

精
神
科
の
薬
物
療
法
に
お
い
て
、

日
本
で
は
古
く
か
ら
同
じ
よ
う
な
効

果
の
あ
る
薬
を
い
く
つ
か
併
用
し
て

処
方
す
る
方
法
が
多
く
行
わ
れ
て
き

ま
し
た
。
同
じ
よ
う
な
効
果
の
薬
が

何
種
類
も
処
方
さ
れ
る
と
、
そ
れ
ぞ

れ
の
薬
の
量
は
少
な
く
て
も
、
そ
れ

ら
を
合
わ
せ
た
量
が
多
く
な
り
す
ぎ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

処
方
を
多
剤
大
量
処
方
と
言
い
ま

す
。

　

多
剤
大
量
処
方
が
全
て
問
題
か
と

い
う
と
決
し
て
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
多
剤
大
量
処
方
と
な
っ
た
時

に
、
ど
の
薬
が
効
い
て
い
る
の
か
が

わ
か
り
に
く
い
、
副
作
用
が
強
く
出

て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る
と
い
っ
た
問

題
が
出
て
き
ま
す
。
そ
れ
で
は
、
な

ぜ
多
剤
大
量
処
方
と
な
っ
て
し
ま
う

の
で
し
ょ
う
か
？

多
剤
大
量
処
方
と
な
る
原
因

　

多
剤
大
量
処
方
と
な
っ
て
し
ま
う

医
療
法
人
爽
神
堂　

七
山
病
院　

薬
剤
師　

宮
原
佳
希

宮原佳希さん
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原
因
に
は
、
主
に
次
の
よ
う
な
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

・	

勝
手
に
薬
を
飲
む
こ
と
を
や
め
て

し
ま
い
、
調
子
が
悪
く
な
っ
て
以

前
よ
り
多
く
の
薬
が
必
要
に
な
る

場
合

・	

新
し
い
薬
を
追
加
し
た
後
、
そ
れ

ま
で
の
薬
を
減
ら
し
た
り
中
止
し

た
り
せ
ず
そ
の
ま
ま
に
な
っ
て
い

る
場
合

・	

す
で
に
多
剤
大
量
処
方
と
な
っ
て

い
る
が
、
薬
を
減
ら
す
と
調
子
が

悪
く
な
る
場
合

　

そ
の
た
め
、
多
剤
大
量
処
方
と
な

ら
な
い
た
め
に
は
、
薬
は
医
師
の
指

示
通
り
に
服
用
し
、
自
分
の
薬
に
つ

い
て
わ
か
ら
な
い
こ
と
は
診
察
の
際

に
質
問
し
て
し
っ
か
り
と
説
明
を
受

け
、
薬
の
効
果
や
副
作
用
、
服
薬
の

必
要
性
な
ど
の
正
し
い
知
識
を
持
っ

て
自
ら
納
得
し
て
薬
を
飲
め
る
よ
う

に
な
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

薬
剤
師
の
視
点

　

抗
精
神
病
薬
は
、
い
ず
れ
も
ド
パ

ミ
ン
と
呼
ば
れ
る
神
経
伝
達
物
質
の

働
き
を
調
節
す
る
こ
と
で
、
幻
覚
妄

想
な
ど
に
対
す
る
抗
精
神
病
作
用
を

発
揮
し
ま
す
。
つ
ま
り
、
ど
の
抗

精
神
病
薬
も
同
じ
働
き
を
し
ま
す

が
、
た
く
さ
ん
の
抗
精
神
病
薬
を
併

用
し
た
か
ら
と
い
っ
て
、
抗
精
神
病

作
用
が
強
く
な
る
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
ま
た
、
抗
精
神
病
薬
を
併
用

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ど
の
薬
が
効

い
て
い
る
の
か
わ
か
ら
な
い
、
副
作

用
が
出
や
す
く
な
る
、
副
作
用
が
出

た
時
の
原
因
と
な
る
薬
が
わ
か
り
に

く
い
、
薬
を
飲
み
に
く
く
な
る
な
ど

の
デ
メ
リ
ッ
ト
も
出
て
き
ま
す
。
統

合
失
調
症
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
な
ど
で

も
、
基
本
的
に
は
単
剤
で
の
使
用
が

推
奨
さ
れ
て
い
ま
す
。

対
処
方
法
の
ア
ド
バ
イ
ス

　

す
で
に
多
剤
大
量
処
方
と
な
っ
て

い
て
、
副
作
用
な
ど
で
困
っ
て
い
る

方
は
、
今
一
度
、
主
治
医
と
薬
の
内

容
に
つ
い
て
話
し
合
っ
て
み
て
く
だ

さ
い
。
そ
の
結
果
、
薬
を
減
ら
し
て

い
く
こ
と
と
な
っ
た
時
に
は
、
本
人

だ
け
で
な
く
、
ご
家
族
や
医
療
従
事

者
（
看
護
師
や
薬
剤
師
、
作
業
療
法

士
な
ど
）
と
い
っ
た
患
者
さ
ん
を
取

り
巻
く
多
く
の
人
た
ち
が
関
わ
る
こ

と
で
、
多
剤
大
量
処
方
か
ら
抜
け
出

し
や
す
く
な
る
と
思
い
ま
す
。
薬
を
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減
ら
し
て
い
く
中
で
、
調
子
が
悪
く

な
る
こ
と
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
時
間
を
か
け
て
ゆ
っ
く
り
減
ら

し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

多
剤
大
量
の
薬
を
減
ら
し
て
い
く

　

最
後
に
私
が
15
年
ほ
ど
前
に
担
当

し
て
い
た
、
多
剤
大
量
処
方
と
な
っ

て
い
た
患
者
さ
ん
の
お
話
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

Ａ
さ
ん
（
男
性
20
代
）
の
ケ
ー
ス

　

統
合
失
調
症
の
Ａ
さ
ん
。
服
薬
指

導
で
伺
っ
た
際
に
、
手
の
震
（
ふ

る
）
え
や
眠
気
、
だ
る
さ
、
し
ゃ
べ

り
に
く
さ
と
い
っ
た
副
作
用
が
見
ら

れ
ま
し
た
。
本
人
も
「
体
が
だ
る

い
。
集
中
で
き
な
い
し
、
や
る
気
も

出
な
い
。」
と
言
わ
れ
、
１
日
の
ほ

と
ん
ど
を
ベ
ッ
ド
で
横
に
な
っ
て
い

ま
し
た
。
そ
の
時
の
Ａ
さ
ん
の
処
方

が
多
剤
大
量
処
方
と
呼
ば
れ
る
内
容

で
、
抗
精
神
病
薬
に
加
え
、
副
作
用

止
め
や
睡
眠
薬
、
下
剤
や
胃
薬
な
ど

も
合
わ
せ
る
と
10
種
類
以
上
の
薬
を

飲
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
ち
ょ
う
ど
そ

の
頃
に
主
治
医
が
交
代
と
な
っ
た
と

こ
ろ
で
、
新
し
い
主
治
医
に
副
作
用

が
出
て
い
る
の
で
減
量
で
き
な
い
か

相
談
し
た
と
こ
ろ
「
最
初
に
こ
れ
ら

の
薬
を
出
し
た
医
師
が
い
な
い
た

め
、
こ
の
よ
う
な
処
方
に
な
っ
た
経

緯
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
長
い
間
同

じ
内
容
の
薬
を
飲
ん
で
い
る
み
た
い

で
す
。
確
か
に
今
の
薬
の
量
は
多
す

ぎ
る
の
で
減
ら
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
み
ん
な
で
減
ら
し
て
い
き

ま
し
ょ
う
。」
と
、
薬
を
減
ら
し
て

い
く
方
針
と
な
り
ま
し
た
。
す
ぐ
に

Ａ
さ
ん
と
ご
家
族
、
Ａ
さ
ん
に
関
わ

る
医
療
従
事
者
（
主
治
医
、看
護
師
、

薬
剤
師
、
作
業
療
法
士
、
精
神
保
健

福
祉
士
）
が
集
ま
り
話
し
合
い
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
減
量
が
は
じ
ま
っ
て

す
ぐ
に
本
人
の
精
神
状
態
が
不
安
定

に
な
っ
た
た
め
、
ご
家
族
も
心
配
さ

れ
て
「
や
っ
ぱ
り
減
ら
さ
な
い
ほ
う

が
良
い
の
で
は
？
」
と
い
う
相
談
が

あ
り
ま
し
た
。
そ
の
時
、
も
う
一
度

同
じ
メ
ン
バ
ー
で
集
ま
り
「
①
症
状

が
不
安
定
な
状
態
は
一
時
的
で
あ
る

可
能
性
が
高
い
こ
と
、
②
今
の
薬
の

量
は
多
す
ぎ
る
の
で
減
ら
し
た
ほ
う

が
良
い
こ
と
、
③
減
量
の
ス
ピ
ー
ド

は
本
人
の
様
子
を
見
な
が
ら
調
節
し

て
い
く
こ
と
」
を
共
有
し
、
減
量
を

継
続
し
て
い
き
ま
し
た
。
１
年
以
上
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の
長
い
時
間
が
か
か
り
ま
し
た
が
、

減
量
し
た
結
果
、
ほ
と
ん
ど
ベ
ッ
ド

で
横
に
な
っ
て
ば
か
り
だ
っ
た
Ａ
さ

ん
は
作
業
療
法
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参

加
す
る
よ
う
に
な
り
、
手
の
震
え
や

し
ゃ
べ
り
に
く
さ
も
無
く
な
り
、
本

人
も
「
体
が
と
て
も
軽
く
な
っ
た
。

し
ん
ど
く
な
く
な
っ
た
。」
と
言
っ

て
、
外
出
や
外
泊
も
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。（
実
際
の
症
例
を
一

部
加
工
し
て
い
ま
す
）。

【
か
ん
た
ん
解
説
】 

抗
精
神
病
薬
の 

多
剤
大
量
処
方
に
つ
い
て

　

抗
精
神
病
薬
に
は
ク
ロ
ル
プ
ロ
マ

ジ
ン
（
商
品
名
：
コ
ン
ト
ミ
ン
、
ウ

イ
ン
タ
ミ
ン
）
と
い
う
薬
が
あ
り
ま

す
。
ほ
か
の
抗
精
神
病
薬
の
投
与
量

を
、
こ
の
ク
ロ
ル
プ
ロ
マ
ジ
ン
の
量

に
換
算
す
る
（
置
き
換
え
る
）
こ
と

を
ク
ロ
ル
プ
ロ
マ
ジ
ン
換
算
と
い
い

ま
す
。
処
方
さ
れ
て
い
る
抗
精
神
病

薬
を
そ
れ
ぞ
れ
ク
ロ
ル
プ
ロ
マ
ジ
ン

換
算
し
た
時
に
、
合
計
が
１
０
０
０

㎎
を
超
え
る
と
大
量
処
方
と
い
い
ま

す
。

表　主な内服の抗精神病薬の換算値
商品名 一般名 換算値

コントミン クロルプロマジン 100
インヴェガ パリペリドン 1.5
エビリファイ アリピプラゾール 4
クロザリル クロザピン 50
シクレスト アセナピン 2.5
ジプレキサ オランザピン 2.5
セレネース ハロペリドール 2
セロクエル クエチアピン 66
ヒルナミン レボメプロマジン 100
リスパダール リスペリドン 1
ルーラン ペロスピロン 8
ロナセン ブロナンセリン 4

稲垣中、稲田俊哉：シリーズ　向精神薬の等価換算　第 28 回：新規抗精神病薬
の等価換算（その８）：Brexpiprazole. 臨床精神薬理、25（１）：97、2022 より

抗精神病薬の多剤大量処方の例

１）リスペリドン錠　２㎎　１回１錠　１日３回毎食後
　　　⇒１日量：６㎎　＝　クロルプロマジン　600㎎

２）オランザピン錠　10㎎　１回２錠　１日１回夕食後　
　　　⇒１日量：20㎎　＝　クロルプロマジン　800㎎

３）レボメプロマジン錠　50㎎　１回１錠　１日１回寝る前　
　　　⇒１日量：50㎎　＝　クロルプロマジン　50㎎

１）＋２）＋３）の合計：クロルプロマジンに換算して 1,450㎎

抗精神病薬を３種類飲んでいて、投与量の合計が 1000㎎を超えて
いるので、多剤大量処方となります。
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すずめのお宿家族会
「支えあい、学びあい、働きかける」家族会の３本柱を大切に

白石雄二　（福岡市）

フレー！フレー！これからの家族会　第６回

◎各地の家族会の活動をご紹介して

いきます。

　
『
す
ず
め
の
お
宿
家
族
会
』
は
、

２
０
１
１
年
４
月
に
世
話
人
を
選
び

会
費
な
ど
も
決
め
、
福
精
連
に
正
式

加
入
。
そ
れ
以
前
か
ら
例
会
は
開
か

れ
て
お
り
、
１
９
８
７
年
に
市
最
初

の
精
神
障
が
い
者
の
た
め
の
「
し
の

の
め
共
同
作
業
所
」
を
立
ち
上
げ
た

「
し
の
の
め
福
祉
会
」
の
歴
史
を
引

き
継
ぐ
も
の
で
し
た
。

　

そ
の
後
「
心
の
健
康
基
本
法
」
１

０
０
万
署
名
や
、
福
精
連
の
交
通
運

賃
割
引
運
動
に
も
参
加
。
家
族
会
と

事
業
所
の
が
ん
ば
り
で
、
大
手
私
鉄

初
の
西
鉄
運
賃
割
引
が
実
現
し
、
利

用
者
か
ら
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

み
ん
な
ね
っ
と
誌
を�

読
み
あ
わ
せ
情
報
を
共
有

　

会
で
は
、
世
話
人
打
ち
あ
わ
せ
を

重
ね
な
が
ら
、
毎
月
の
例
会
で
は
十

数
人
が
参
加
。
最
初
に
「
み
ん
な

ね
っ
と
誌
」
の
読
み
あ
わ
せ
を
し
て

い
ま
す
。例
会
は
オ
ー
プ
ン
形
式
で
、

当
事
者
や
支
援
者
、
実
習
生
な
ど
も

参
加
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
を
語
り

あ
い
な
が
ら
、
情
報
を
共
有
し
て
い

ま
す
。

　

11
年
前
に
支
援
者
と
福
精
連
の
尽

力
で
誕
生
し
た
Ｑ
―
Ａ
Ｃ
Ｔ
は
、
県

内
４
か
所
に
広
が
り
心
強
い
存
在

に
。
利
用
に
つ
な
が
り
、
手
厚
い
支

援
で
孤
立
状
態
か
ら
一
歩
踏
み
出
し

た
方
も
お
ら
れ
ま
す
。

電
話
相
談
、
家
族
学
習
会
で�

新
た
な
会
員
、
世
話
人
も

　

今
年
の
４
月
か
ら
は
、
福
精
連
が

福
岡
県
か
ら
委
託
さ
れ
て
い
る
「
相
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談
電
話
」を
福
精
連
相
談
員
研
修
や
、

み
ん
な
ね
っ
と
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
を
受

講
し
た
上
で
お
受
け
し
て
い
ま
す
。

　

み
ん
な
ね
っ
と
『
家
族
に
よ
る
家

族
学
習
会
』
は
９
回
目
に
。
行
政
、

病
院
、
基
幹
支
援
セ
ン
タ
ー
を
訪
問

し
て
協
力
依
頼
。
区
精
神
保
健
福
祉

セ
ン
タ
ー
の
家
族
講
座
に
出
向
き
案

内
。
参
加
さ
れ
た
方
が
家
族
会
に
つ

な
が
り
、
世
話
人
と
し
て
協
力
し
て

も
ら
え
る
な

ど
、
会
の
活
性

化
に
つ
な
が
っ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
福
岡

あ
け
ぼ
の
会
の

４
家
族
会
合
同

で
ミ
ニ
講
演
会

を
企
画
。
障
害

年
金
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
、
基
幹
相

談
支
援
セ
ン
タ
ー
、
障
害
者
権
利
条

約
な
ど
の
テ
ー
マ
で
講
師
を
招
い
て

い
ま
す
。
７
月
に
は
、「
社
協
の
金

銭
管
理
な
ど
の
自
立
生
活
援
助
」
や

「
終
活
サ
ポ
ー
ト
支
援
」
に
つ
い
て

学
び
、
好
評
で
し
た
。

会
報
が
通
算
１
０
０
号
に

　
『
す
ず
め
の
お
宿
だ
よ
り
』
は
隔

月
で
発
行
し
て
お
り
、
今
年
６
月
付

で
通
算
１
０
０
号
の
節
目
と
な
り
ま

し
た
。

　

12
月
に
は
、
芸
達
者
の
会
員
さ
ん

や
事
業
所
利
用
の
メ
ン
バ
ー
さ
ん
の

協
力
で
ピ
ア
ノ
、
ギ
タ
ー
演
奏
、
ビ

ン
ゴ
な
ど
ク
リ
ス
マ
ス
会
を
楽
し
ん

で
い
ま
す
。

　
『
す
ず
め
の
お
宿
」
の
由
来
は
、

初
代
会
長
の
藤
島
芙
美
子
さ
ん
が
、

横
浜
か
ら
二
人
の
息
子
さ
ん
を
連
れ

て
帰
福
。
実
家
の
風
呂
場
の
通
気
口

に
羽
を
休
め
て
い
る
す
ず
め
た
ち
の

姿
を
み
て
、
家
族
会
が
温ぬ

く
も
り
の

あ
る
交
流
の
場
に
な
れ
ば
と
の
想
い

か
ら
名
づ
け
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　

す
ず
め
の
お
宿
家
族
会
の
連
絡
先

は
、
０
８
０
（
３
９
５
２
）
８
２
０

５
ま
で
。

家族による家族学習会

４家族会合同のミニ講演会
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お
知
ら
せ
し
ま
す　

 
み
ん
な
ね
っ
と
の
活
動

■�

第
15
回
み
ん
な
ね
っ
と
埼
玉
大
会

の
参
加
者
を
さ
ら
に
増
や
す
た
め

に
お
力
添
え
を
！

　

今
回
の
大
会
は
「
家
族
ま
か
せ
に

し
な
い
社
会
に
」
を
メ
イ
ン
テ
ー
マ

と
し
て
開
催
し
ま
す
。

　

精
神
障
害
者
へ
の
誤
解
・
偏
見
を

超
え
て
、
家
族
ま
か
せ
に
せ
ず
に
当

事
者
・
家
族
が
あ
た
り
前
に
生
き
て

い
け
る
地
域
社
会
を
目
指
し
、
具
体

的
な
実
践
を
通
し
て
参
加
者
と
と
も

に
考
え
る
場
と
し
た
い
…
…
こ
の
考

え
を
元
に
、
基
調
講
演
で
は
「
ケ
ア

ラ
ー
支
援
を
進
め
る
社
会
に
」
と
題

し
て“

法
制
化
・
条
例
化
、
施
策
化
、

そ
し
て
地
域
づ
く
り”

を
、
埼
玉
県

ケ
ア
ラ
ー
支
援
条
例
制
定
に
ご
尽
力

さ
れ
ま
し
た
堀
越
栄
子
先
生
に
わ
か

り
や
す
く
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

堀
越
先
生
は
「
ケ
ア
ラ
ー
を
と
り
ま

く
社
会
問
題
の
解
決
に
は
、
す
べ
て

の
世
代
の
た
め
の
ケ
ア
ラ
ー
支
援

法
・
ケ
ア
ラ
ー
支
援
条
例
が
不
可
欠
」

と
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
特

別
講
演
で
は
、増
田
一
世
氏
か
ら「
障

害
者
権
利
条
約
と
家
族
支
援
」
と
い

う
テ
ー
マ
で
、
国
連
障
害
者
権
利
委

員
会
が
２
０
２
２
年
に
発
表
し
た
対

日
審
査
の
勧
告
内
容
と
と
も
に
、
家

族
支
援
の
あ
り
方
に
つ
い
て
話
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　

勧
告
で
は
、
日
本
を
評
価
す
る
９

点
の
施
策
と
共
に
、
１
．
特
別
支
援

教
育
は
分
離
教
育
で
あ
る　

２
．
強

制
入
院
は
差
別
、
た
だ
ち
に
撤
廃
を　

３
．
障
害
者
を
の
け
者
に
す
る
な
、

情
報
提
供
は
平
等
に　

な
ど
が
指
摘

さ
れ
て
お
り
、
日
本
の
現
状
を
見
る

と
、
そ
の
対
日
審
査
・
勧
告
で
指
摘

さ
れ
て
い
る
問
題
が
早
急
に
解
決
を

迫
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
痛
切
に
感
じ

ま
す
。

　

ま
た
、
大
会
２
日
目
の
４
つ
の
分

科
会
を
通
じ
て
、
活
発
な
意
見
交
換

や
地
域
や
仲
間
と
の
交
流
が
行
わ
れ

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

大
会
成
功
の
た
め
に
は
参
加
申
込

者
が
十
分
と
は
言
え
ま
せ
ん
。是
非
、

オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
参
加
申
込
み
を
ご

検
討
く
だ
さ
い
。大
会
当
日
の
ご
都
合

が
つ
か
な
く
て
も
、後
日
ア
ー
カ
イ
ブ

配
信
で
視
聴
可
能
で
す
。
重
ね
て
皆

様
の
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。
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■
こ
の
夏
は
尋
常
で
は
な
い
暑

さ
に
見
舞
わ
れ
た
り
、
物
価
の

高
騰
や
ウ
ク
ラ
イ
ナ
が
隣
国
か

ら
大
量
の
ミ
サ
イ
ル
を
撃
ち
込

ま
れ
た
ニ
ュ
ー
ス
を
見
た
り
し

て
、
気
持
が
沈
み
が
ち
で
し
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
も
、
家

族
会
の
前
向
き
な
活
動
を
誌
面

で
紹
介
で
き
る
こ
と
は
た
い
へ

ん
う
れ
し
く
、
感
謝
の
気
持
ち

で
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
す
。
読

者
の
方
々
に
少
し
で
も
希
望
を

も
っ
て
い
た
だ
け
た
ら
と
思
い

ま
す
。
（
野
村
）

■
８
月
号
特
集
「
見
え
に
く
い

困
り
ご
と
へ
の
と
り
く
み
」
で

先
進
事
例
と
し
て
カ
ー
ム
ダ
ウ

ン
・
ク
ー
ル
ダ
ウ
ン
を
紹
介
致

し
ま
し
た
が
、
中
部
国
際
空
港

の
カ
ー
ム
ダ
ウ
ン
・
ク
ー
ル
ダ

ウ
ン
を
監
修
し
た
功
績
が
認
め

ら
れ
て
、
国
土
交
通
省
大
阪
航

空
局
と
中
部
国
際
空
港
か
ら
感

謝
状
を
授
与
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
授
与
は
大
変
嬉
し
い

で
す
が
、
こ
の
授
与
が
さ
ら
に

周
知
理
解
や
設
置
拡
大
に
繋
が

る
よ
う
に
こ
れ
か
ら
も
真
摯
に

活
動
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

し
た
。
（
橋
口
）

■
衝
撃
と
も
い
え
る
印
象
だ
っ

た
。
２
０
２
３
年
ベ
ル
リ
ン
映

画
祭
金
熊
賞
の
「
ア
ダ
マ
ン
号

に
乗
っ
て
」
を
見
た
。
セ
ー
ヌ

川
に
浮
か
ぶ
木
造
船
・
精
神
科

デ
イ
ケ
ア
施
設
だ
。
カ
メ
ラ
は

黙
々
と
利
用
者
を
追
う
。
説
明
、

解
説
は
な
い
。
絵
を
描
く
、
ギ

タ
ー
を
ひ
く
、
料
理
を
作
る
、

甲
板
で
話
を
し
て
い
る
、
等
々
。

夫
々
が
自
分
の
意
志
を
主
体
的

に
主
張
し
て
い
る
。
あ
た
か
も

何
か
に
抗
う
よ
う
に
。
人
は
本

来
自
由
な
の
だ
ろ
う
。
次
は
想

田
和
弘
監
督
「
精
神
０
」
を
見

た
い
。
（
赤
池
）
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